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「今年度の茨城県歯科医師会
学術事業について」

理事
今 湊 良 証

日頃より会員の先生方には県歯学術事業にご

参加ご協力いただき有難うございます。

本稿では今年度開催および予定の下記３項目

についてご説明致します。 

１．「第29回茨城県歯科医学会」

本年３月15日に開催予定でありました「第28

回茨城県歯科医学会」は事前抄録集も発刊し県

歯学術委員会にて着々と準備を進めておりまし

たが、新型コロナウイルス感染症拡大防止（県民

対象の公開講座を含め、毎年1,200名以上の学会

参加者）のため断腸の思いで中止となりました。

なお「第29回茨城県歯科医学会」は令和３年２

月21日（日）に規模縮小して茨歯会館にて開催

致します。プログラムは以下予定です。

午前

【一般口演】　【ポスター発表】

午後

【特別講演Ⅰ】

　「 健口は幸せを感じやすい脳を作る～コロ

ナ時代を生き抜く智慧～」

　大阪大学歯学研究科予防歯科学

天野　敦雄教授

【特別講演Ⅱ】

　「バイオ再生医療と歯の細胞バンク」

　日本歯科大学生命歯学部発生・再生医科学講座

中原　貴教授

詳細が決定次第、第29回茨城県歯科医学

会事前抄録集を発刊し、茨歯会ホームページ

（https://www.ibasikai.or.jp/）にて公開します。

２．「学術シンポジウム」

超高齢社会において我々が避けて通れない問

題点として欠損補綴と訪問診療等があります。

今年度の学術シンポジウムは「パーシャルデ 

ンチャーによる補綴歯科治療の理論と実践」の 

テーマとして、パーシャルデンチャーの設計理

論、基本原則、咬合採得の実践等、成功に導く

ための要点を症例を提示の上、解説頂きます。

11月１日（日）午前９時より茨歯会館にて開催

致します。

【講演Ⅰ】

　「 生体と調和したパーシャルデンチャーの

設計理論」

　①パーシャルデンチャーの設計理論

　②パーシャルデンチャーの基本原則

　愛知学院大学歯学部有床義歯学講座

武部　純教授

【講演Ⅱ】

　「 パーシャルデンチャーよる補綴歯科治療
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を成功に導くための要点」

　① パーシャルデンチャーによる補綴歯科治

療－成功の基本原則　　　　　　

　② 残存歯を有する咬合支持喪失症例におけ

る咬合採得の実践

　 明海大学歯学部機能保存回復学講座歯科補

綴学分野 大川周治教授

ソーシャルディスタンスのため会場参加定員

を50名としWEB受信参加（定員無し）も可能で

す。詳細は会員配布の案内文書をご覧のうえ申

し込みください。　

３．「全国共通がん医科歯科連携講習会」　

全国共通がん医科歯科連携講習会テキスト

（第二版）講義DVDが７年ぶりに更新され茨歯

会主催「全国共通がん医科歯科連携講習会」を

８月30日に茨歯会館にて開催しました。厚生労

働省委託事業として全国共通レベル（内容を担

保）とするため、会場にてDVDの７項目全てを

視聴する講習会です。詳細はP６～８「学術委

員会だより」をご覧ください。

なお、「全国共通がん医科歯科連携講習会テ

キスト（第二版）」にて検索しますとテキスト

と講義動画を視聴する事が出来ます。（個人に

て講義動画を視聴しても講習会の修了証や受講

証明書等の発行はなく、がん診療連携登録歯科

医にも登録されません。）

今後は登録のために各地区DVD講習会の開催

を予定しております。

なお、今年度開催予定の日歯生涯研修セミ

ナーと有病者歯科医療学会スキルアップセミ

ナーは、残念ながら中止となりましたが、来年

度以降開催予定です。

茨城県歯科医師会では、ウィズコロナ、ケアと

向き合い、県民、患者様、デンタルスタッフ、家

族、会員先生方の健康とCOVID-19 の感染予防

対策と安心、安全な診療体制構築のため情報提

供してまいります。不明な点、お困りごと等ござ

いましたら理事会役員、各地区会長、県歯学術委

員、茨歯会事務局などにご連絡ご相談ください。

今後も会員先生方の県歯事業にご参加ご協力

宜しくお願い致します。
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第５回理事会

日　時　令和２年８月20日（木）16時

場　所　茨城県歯科医師会館　会議室（Web会議）

報告者　柴岡　永子

１．開　　会

２．会長挨拶

３．連盟報告

４．報　　告

（1）一般会務報告

（2）退会について

（3）開業予定の歯科医院について

（4）疾病共済金の支払について

東西茨城地区　　１名　　18日

鹿行地区　　　　１名　　26日

珂北地区　　　　１名　　74日

（5）第72回関東甲信越静学校保健大会茨城県大

会　第１回準備委員会報告について

（6）令和２年度茨城県がん検診推進強化月間の

後援について（依頼）

（7）各委員会報告について

医療管理委員会、広報委員会、地域保健委

員会、社会保険委員会、専門学校

５．協議事項

（1）入会申込みの受理について

（2）新型コロナウイルス感染症に伴う会員への

歯科医療物品の送付について

品目は理事会メール投票にて選定する

（3）医療従事者等への慰労金及び医療機関・薬

局等への支援金について

原則はオンライン、歯科医師会としても雛

型の作成等で会員へ周知する

（4）茨歯会忘年会・新年会について

９月理事会までの継続審議とする

（5）会議室等管理費の徴収について（内規改正

案）

承認

（6）令和３年度地域医療介護総合確保基金に係

る事業提案について

承認

（7）事業資金補助依頼について【茨城・県西歯

科医師会】

承認

（8）その他

　　○�令和２年度茨城県保健福祉部への要望事

項について

　　○行事予定について

　　　９月10日（木）16時から　第６回理事会

　　　10月15日（木）16時から　第７回理事会
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　８月２０日	 　保険医療機関に対する個別指導が厚生局茨城事務所にて実施された。

	 　対象医療機関数　２

　８月２０日	 　県国民健康保険運営協議会が市町村会館にて開催され、県国民健康保険特別会計に係る令

和２年度当初予算案等ほかについて協議が行われた。

	 　出席者　森永会長

　８月２０日	 　第４回広報委員会をWEB会議として開催。過去の茨歯会報のデータベース化、座談会の

具体的な質問事項検討・確認、リレー通信の課題、会報９月号の校正、会報10月号について

協議を行った。

	 　出席者　柴岡広報部長ほか９名

　８月２０日	 　県地域連携認定薬局推進体制整備事業検討会議が県薬剤師会館にて開催され、今年度の事

業内容について協議が行われた。

	 　出席者　小野寺理事

　８月２０日	 　第５回理事会を開催。入会申込みの受理、新型コロナウイルス感染症に伴う会員への歯科

医療物品の送付、医療従事者等への慰労金及び医療機関・薬局等への支援金、茨歯会忘年

会・新年会、会議室等管理費の徴収（内規改正案）、令和３年度地域医療介護総合確保基金

に係る事業提案、事業資金補助依頼（茨城・県西歯科医師会）について協議を行った。

	 　出席者　森永会長ほか17名

　８月２６日	 　第59回関東信越地方社会保険医療協議会総会がさいたま新都心合同庁舎にて開催され、保

険医療機関の指定の取消及び保険医の登録の取消について審議が執り行われた。

	 　出席者　征矢副会長

　８月２６日	 　都道府県学術担当理事連絡協議会がWEB会議として開催され、令和２年度日歯生涯研修

セミナーの開催中止および令和３年度へのスライド開催、令和２・３年度日歯生涯研修事業

実施要領の改定、Eシステムの運用および会員の生涯研修の促進と今後の活用、新型コロナ

ウイルス感染症対策を踏まえた今後の学術事業全般について協議が行われた。

	 　出席者　今湊理事（診療所にて参加）

　８月２７日	 　第２回地域保健委員会をWEB会議として開催。噛むかむレシピコンテスト、生活習慣病

対策事業と禁煙支援研修会、口腔機能健康測定、歯科医学会、出前教室、フッ化物応用推進

事業、歯科特殊健康診断認定講習会、フッ化物洗口マニュアル、キャッチフレーズについて

協議を行った。

	 　出席者　北見地域保健部長ほか10名

　８月３０日	 　全国共通がん医科歯科連携講習会を開催。医科歯科連携の必要性や重要性が一層増してい

ることを踏まえ、改訂が行われた新しいテキストを用いたDVD講習会を行った後、連携登
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録用紙の記入・修了証交付を行った。

	 　また、今回は新型コロナウイルス対策として定員を限定し、受付時の検温、座席指定、十

分な換気を行うなど感染症予防の徹底に努めた。

	 　受講者　23名

　８月３０日	 　第４回学術委員会を開催。がん医科歯科連携講習会（DVD講習会）の反省、第29回茨城

県歯科医学会の演題募集、歯科医学会の会場収容人数、シンポジウムについて協議を行っ

た。

	 　出席者　黒澤副会長ほか10名

　８月３１日	 　日本補綴歯科学会東関東支部第１回理事会がWEB会議として開催され、令和元年度収支

決算決算報告（案）ほかについて協議が行われた。

	 　出席者　今湊理事（診療所にて参加）

　９月　１日	 　第６回医療管理委員会をWEB会議として開催。歯科医療関係者感染症予防講習会、健康

保険証のオンライン資格確認、みんなで安心マーク事業、スタッフセミナーについて協議を

行った。

	 　出席者　大字医療管理部長ほか８名

　９月　３日	 　茨城歯科専門学校戴帽式を挙行。歯科衛生士科２年生50名が征矢校長から戴帽の儀を受け

た。なお、今回は新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から、参加人数の制限や時間を

短縮する等の措置をとった。

	 　出席者　101名

　９月　３日	 　臨地実習講師会を開催。臨地実習施設並びに講師、学生指導について説明がなされた後、

意見交換等を行った。なお、今回は新型コロナウイルスの影響によりWEB参加を可能と

し、12名が各々の診療所より参加した。

	 　出席者　征矢校長ほか35名

　９月　３日	 　茨城政経懇話会９月例会がテラスザガーデン水戸にて開催された。 

	 　出席者　森永会長

　９月　３日	 　第１回口腔センター運営委員会を開催。なお、今回は新型コロナウイルスの影響により書

面開催とし、令和元年度事業実績ほかの報告に対して意見を求めた。

　９月　９日	 　第５回社会保険正副委員長会議を開催。第５回委員会、疑義、審査情報、理事会、個別指

導、施設基準資料（DVD）の取り扱いについて

	 　出席者　征矢副会長ほか４名

　９月　９日	 　第５回社会保険委員会を開催。疑義、施設基準資料（DVD）の取り扱いについて協議を

行った。

	 　出席者　征矢副会長ほか21名
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学術委員会　　上野　卓也

全国共通がん医科歯科連携講習会開催報告

去る８月30日に全国共通がん医科歯科連携講習

会が県歯会館にて開催されました。

この講習会は、平成24年度から厚生労働省と

国立がん研究センターから日本歯科医師会への委

託事業として、地域の拠点病院等でのがん治療に

際し、患者様のかかりつけの歯科診療所において

術前、術後の口腔管理を行い、がん治療医療施設

との情報共有を伴った連携をすべく開始されまし

た。今回は全国共通がん医科歯科連携講習会テキ

スト（第２版）講義DVDが更新され、前回県歯会

館にて開催されてから２年の間に新規会員が50名

以上おり、開催の運びとなりました。

さて、ご存知の通り現在、全国的に新型コロナ感

染の第二波といわれる中で、集客しての講習会開催

に当たり、懸念が出たことは事実であります。

また、DVDを視聴するスタイルの講習会である

ならば、それこそオンデマンド配信での視聴でも

良いのではないか？との意見も上がりました。

しかしながら、登録される先生方のレベルを担

保すべく全国共通の講習会内容が設定され、会場

で３時間にわたるDVDを全編視聴された方のみ修

了証が発行登録されるため、県歯会館での講習会

開催ということと相成りました。

学術委員会では、人数制限してのソーシャル

ディスタンスの確保、受付場所を１階正面および

３階講堂前の２カ所を設定しての検温、問診、手

指のアルコール消毒の徹底、最初の検温でやや高

かった方は２階のフロアで待機していただいての

再度の検温、マスク着用義務化、窓、ドアを開け

放しての換気の徹底、トイレでの密を避けるべく

複数のトイレの場所の確保、エレベーターの使用

禁止など、出来る限りの感染対策をして臨みまし

た。

当日は23名参加にて緊張感と不安感が入り交

じった雰囲気の中での開催となりましたが、無

事、講習会を終えることが出来ました。

３時間にもわたる講習会の内容を、この会報の

紙面にて十全に要約することは、当方の手に余る

こと夥しいため、「全国共通がん医科歯科連携講

習会テキスト（第二版）」を各自でご覧になるこ

とをおすすめし、当日の内容をプログラム形式に

て提示させていただきます。今回から講習会のテ

キストは分厚い紙媒体の冊子ではなく、事前に各

自が端末にダウンロードしたものを持参する事に

なりました。ようやくと言うべきか、今さらなの

かも知れないが、IT化の一環なのでしょう。
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当日の内容プログラム

１）がん治療総説

　講師： 若尾文彦 先生（国立がん研究センター

がん対策情報センター センター長）

２）がん手術と口腔健康管理

　講師： 上野尚雄 先生（国立がん研究センター

中央病院 歯科医長）

３）がん薬物療法を受ける患者の口腔健康管理

　講師： 太田嘉英 先生（東海大学医学部外科学

系口腔外科学領域 教授）

４）�頭頸部放射線療法、化学放射線療法の患者へ

の口腔健康管理

　講師： 上野尚雄 先生（国立がん研究センター

中央病院 歯科医長）

５）薬剤関連顎骨壊死（MRONJ）の予防と治療

　講師： 柴原孝彦 先生（東京歯科大学口腔顎顔

面外科学講座　主任教授）

６）がん医療における緩和ケアと口腔健康管理

（１）緩和ケア概論

　講師： 山本　亮 先生（佐久総合病院佐久医療

センター緩和ケア内科　部長

（２） 療養中のがん患者の口腔の症状緩和と口

腔健康管理

　講師： 上野尚雄 先生（国立がん研究センター

中央病院 歯科医長）

７）口腔がんについて

　講師： 柴原孝彦 先生（東京歯科大学口腔顎顔

面外科学講座　主任教授）

上記内容を視聴いただいた後に、連携登録を希

望される先生方には、以下の３種の連携体制を選

択していただき、登録をしていただきました。

連携１　 手術前患者を対象とした歯科治療と口

腔ケア

連携２　 手術後がん化学療法等を受けている患

者を対象とした歯科治療と口腔ケア

連携３　 終末期・在宅がん患者を対象とした歯

科治療と口腔ケア

学術委員として、何回もこのDVD講習会には

参加しておりますが、今回は内容も新しくなった

ということあり、久しぶりに新鮮な気持ちで３時

間の視聴を終えることが出来ました。テキストと

DVDも簡潔にまとまった内容であり、以前の分厚

い冊子のテキストも診療室に常備しております。

ここで恥をさらしますが、当方の力不足のため

なのか、地域の拠点病院からの依頼が当院には、

年に一人くらいしかおらず、忘れた頃に依頼があ

るといった感じなので、その都度、慌ててテキス

トを開けるといった次第であります。登録をされ

た先生方の中にも当方のような方が結構いらっ

しゃるのではないでしょうか。現状としては、が
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ん医科歯科連携は道半ばなのかも知れません。

しかし、今後の医療のあり方を考えるに、がん

医科歯科連携は、我々歯科開業医が避けて通れる

ものではないことも事実であります。拠点病院か

ら依頼された抗がん剤治療中の患者様の口腔内

を、テキストを参考にしながら、何とか粘膜炎の

発症をコントロール出来た時、秘やかにではあり

ますが、自分の仕事に意義を感じることが出来ま

した。

今回は県歯主催での開催でしたが、今後はコロ

ナの感染状況を鑑みつつ、各地区でのDVD講習会

開催も予定しております。県歯学術委員にお声掛

けください。

茨城県内で地域格差なく、がん医科歯科連携が

円滑に進むことを望みつつ、この稿を終わらせて

いただきます。
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【戴帽式】

令和２年９月３日　茨城県歯科医師会館講堂に

於いて歯科衛生士科51期生50名の戴帽式が挙行さ

れました。

新型コロナウイルスの影響により出席者を51期

生（２年生）とその保護者（各家庭１名）の参加

により厳粛に挙行することができました。征矢校

長よりナースキャップを頂き、親火より自分のろ

うそくに火を灯しました。戴帽生代表の谷　織恵

さんが、誓いの詞を唱えました。誓いの詞では、

医療人としての責任の重さを再認識しながら、決

意を新たにすることを宣言しました。戴帽生は入

学以来これまで、歯科衛生士の養成課程を学ぶ中

で、苦難に直面した場面もあったことと思います

が、努力を続けたことでこの日を迎えることがで

きました。

森永会長より「今日を出発点として、立派な社

会人として自覚をもって人のために尽くしてくだ

さい」というお言葉をいただきました。これから

始まる臨床・臨地実習では、新型コロナウイルス

対策に伴う、新生活様式に合わせて大変なことも

あると思いますが、前向きに新たな気持ちで前に

進んで欲しいと思います。また、専門職としての

知識、技術だけではなく患者さんやスタッフの

方々など周りに気遣いができるような人間に成長

していくことを期待したいと思います。

（文責　　庄司）
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新規加入、増額変更、何なりとご用命ください。

有限会社 アイ・デー・エス
代表取締役  森永　和男
水戸市見和2丁目292番地の1 茨城県歯科医師会館内 Tel:029-254-2826

を行っております。を行っております。

アイ・デー・エスアイ・デー・エス有限会社有限会社 は、は、

各種保険の代理店・集金業務各種保険の代理店・集金業務

〈取扱保険商品〉
医師賠償責任保険

個人情報漏えい保険

クレーム対応費用保険

所得補償保険

長期傷害所得補償保険

家族傷害保険

デンタルファミリー傷害保険

ゴルファー保険

自動車保険

火災保険

グループ保険（団体定期保険）

小規模企業共済

〈損害保険会社〉
損害保険ジャパン株式会社

東京海上日動火災保険株式会社

〈生命保険会社〉

SOMPOひまわり生命保険株式会社

朝日生命保険相互会社

日本生命保険相互会社

大樹生命保険株式会社

明治安田生命保険相互会社

住友生命保険相互会社

第一生命保険株式会社

アフラック生命保険株式会社

東京海上日動あんしん生命保険株式会社

三井住友海上あいおい生命保険株式会社



みんなの写真館写真募集！！
このページには皆さんからの写真を掲載できま
す。表紙写真に関連した写真、ご自宅の古いアル
バムに埋もれた写真などをお送り下さい。

日 立
珂 北
水 戸
東西茨城
鹿 行
土浦石岡
つ く ば
県 南
県 西
西 南
準 会 員
計

会員数（前月比）地　　区

会 員 数

1種会員
2種会員
終身会員
準 会 員
合 　 計

115
148
156
72
103
179
136
175
153
106
4

1,347

＋1

＋1

1,152名
73名
118名
4名

1,347名

令和２年８月31日現在

（社）東西茨城歯科医師会　石本 崇子
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